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《動機》

よく推理小説や刑事ドラマなどで現場の血痕を調べるためにルミノール反応を使うという場面がある。そこでこの反応に興味を持ち実験していて、酸化力の強い塩基性溶液ならば触媒を用いずに発光させることができると知った。

そこで、今回はこの塩基性溶液の濃度と反応時間の関係について調べた。

《発光の原理》

　アルカリ性の水溶液中、ルミノールは過酸化水素 (H2O2) と反応して強い紫青色の発光を示す。この反応は銅、コバルトなどの遷移金属およびその錯体（化学の実験室ではヘキサシアノ鉄(III) 酸カリウム（フェリシアン化カリウム） K3[Fe(CN)6] を用いる）、ある種の大根などに含まれる酵素によって触媒される。ヘミン・ヘモグロビンあるいは血液も発光反応の触媒になる。
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《実験方法》

・使用した器具

コニカルビーカー、ホールピペット、メスシリンダー、メスフラスコ、電子天秤
・使用した薬品
ルミノール、水酸化カリウム、次亜塩素酸カルシウム、純水

～実験手順～
1 1.0mol/lの水酸化カリウム水溶液1lにルミノール0.2gを溶かした（A液とする）。

2 次亜塩素酸カルシウム1.0mol/lを作成した（B液とする）。

3 A液50mlにB液を0.2ml加えてから発光が終わるまでの時間を測定した。

4 B液の量を変化させ、同様に測定した。

5 A液の濃度を変化させ、同様に測定した。

《実験結果》
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全体的にB液の量を増やすと反応時間が短くなった。

B液の量が少ないときはA液の濃度によって反応時間が変わった。

《考察》

B液の量が少ないときにA液の濃度によって反応時間が変化したのはルミノール陰イオンの濃度が水酸化物イオンの濃度に比例するため、A液の濃度が濃いときにルミノール陰イオンの濃度があがり反応が早まるためと考えられる。

逆にB液の量が多いときに発光時間が一定になったのは、次亜塩素酸カルシウムの量が多いためにルミノール陰イオンの濃度に関係なく反応が早まったためと考えられる。

発光の光度はB液の量には余り関係なくA液の濃度が低いほど強くなった。また、反応後の液体を見てみるとA液の濃度が高いほど白く濁っていた。これはA液の濃度が高いと塩基が強くなり、中和反応が強まって空気中の二酸化炭素をより多く取り込んでそれがカルシウムと反応して炭酸カルシウムが精製され沈殿したためと考えられ、それによって光がさえぎられるため光度も下がったと思われる。

《今後の課題》

今回、反応時間と光度の測定は目で行ったためにデータに少しむらが出てしまった。今後は光度を正確に測定できる装置を作成し、それを用いたいと思う。

また、ほかの塩基性溶液では反応時間がどのように変化するかも調べてみたい。
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